
青少年赤十字のすすめ　2024年

気づき、

考え、

実行する。

JUNIOR RED CROSS
私たちの青少年赤十字

自他の生命と健康を大切にする。
人間として社会のため、
人のためにつくす責任を自覚し、
実行する。
広く世界の青少年を知り、
仲良く助け合う精神を養う。



赤十字を教材に「生きる力」を育てる
　青少年赤十字は、将来を担う青少年が赤十字を正しく理解し、進んで赤十字運動に参加す
ることを通じて、世界の平和と人類の福祉に貢献できるように、日常生活の中で、望ましい
人格と精神を自らつくりあげることを目的とした事業です。幼稚園、保育所、小・中・高等
学校、特別支援学校等の中に組織されており、学校・幼稚園の先生や保育所の保育士が指導
者となります。学校や園は、それぞれの教育・保育方針に基づいて自主的に青少年赤十字
を採用し、実態に即して計画、実践することになっています。日本赤十字社では、青少年赤
十字の活動のための資料や希望する加盟校の教員、児童・生徒向けの研修の案内を出します
が、強制力はなく、どのように活用するか、何を実践するかはそれぞれの学校や園の自由裁
量となっております。
　青少年赤十字では、その目的を達成し、心の豊かな人間性や自己教育力を育成するため、
「健康・安全」、「奉仕」、「国際理解・親善」の３つの実践目標を掲げています。また、児
童・生徒が自主的で、自立した態度を養うために、「気づき、考え、実行する」という態度目
標を掲げています。新学習指導要領では、「生きる力」を教育の柱に掲げ、それを「自ら学
び、考え、主体的に判断する能力」と位置付けました。青少年赤十字の自主自律の精神を養
い、主体的に行動できる力を養う様々な指導方法、「健康・安全」、「奉仕」、「国際理解・親
善」を柱とする実践活動は生きる力を養う上で大いに役立つことと思われます。
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。

　

日
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滋
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史
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青少年赤十字の

実践目標
青少年赤十字の

態度目標

健康・安全
命と健康を大切にする

気づき
身近な問題を発見する

奉　仕
人間として社会のため、人のために
つくす責任を自覚し、実行する

考　え
問題解決のための道筋や方法を探る

国際理解・親善
広く世界の青少年を知り、なかよく
助け合う精神を養う

実行する
活動に取り組み、評価と反省を次へ
活かす

具体的な活動例
○ボランティア活動や学校内外の美化活動　　　○救急法等の講習の受講
○あいさつ運動やノーチャイム運動　　　　　　○海外赤十字メンバーとの交流
○リーダーシップ・トレーニング・センターへの参加



青少年赤十字に加盟し、指導方法を取り入れてみませんか？

学校教育で求められている「生きる力」は
青少年赤十字がめざす態度目標と同じです。

加盟登録方法

加盟登録の流れ 加　盟　形　態

自主的で自立した子どもを育てます。
青少年赤十字の態度目標「気づき」「考え」「実行する」は、自主的・自立
的な人間の形成に結びつきます。

ボランタリー・サービス（奉仕活動＝ V・S 活動）
による問題解決力を育てます。
自分の利益を求めない自発的な奉仕活動（「ニーズの発見」「課題解決の準
備・計画」「実行」「反省」）により、様々な問題を解決していく力を育てます。

先見を重視し、自己決定力を育てます。
先を見通して考え、自分の態度を決定する力を育てます。「先見の時間」
や「５分前行動」「注意深い生活態度」を大切にします。

指示のない自発的な生活を目指します。
他人に指示や命令をされず、自ら考え、学び、生活する力を育てます。

「合図のない生活」などともいいます。

指導者は「待ちの姿勢」を大切にします。
自ら考え、課題を解決していくためには子ども自身がまず「気づく」こと
により意欲を高めることが重要です。指導者は注意深く見守ります。

１

２

３

４

５

人権・道徳教育の基
本となります。

学校教育
では

体験的活動・奉仕的
活動が重視されてい
ます。

自己決定力や自己責
任を育てます。

一人一人の内面を理
解し、温もりと厳しさ
を持って見守ります。

見通しを持って計画
的に学習や生活をす
ることは「キャリア教
育」にもつながります。

・裏表紙の「登録申込票」に記入・捺印し、当支部へお送りください。後日、
　署名票・バッジ・資材等をお送りします。
・毎年度ごとの更新となります。（学校の実情に合わせて加盟形態をお選び
　ください）

＊学校・幼稚園・保育所における青少年赤十字の採り入れ方については、
　定型はありません。

＊学校教育活動の一環ですので、原則として、学校長（園長）の承認と担当
　していただく教師が必要です。

＊活動を強要させたり義務を課せられることはありません。

新規登録

登録申込票に記
入し、公印を押
して日本赤十字
社栃木県支部へ
郵送ください。
（１部コピーし
て学校で保管願
います。）

加盟継続・登録
更新（１年毎）
登録更新は、年
度毎に学年始め
に行います。登
録申込票を送付
いたしますので、
日本赤十字社栃
木県支部へご返
送ください。

資材等の送付
登録が完了すると、指導者手引きなど
青少年赤十字関連資材をお送りします。

全校加盟

全児童・生徒が
青少年赤十字の
メンバーとなり
ます。

１
児童・生徒会
加盟

児童・生徒会の
役員だけが青少
年赤十字のメン
バーとなります。

２
学年または
学校単位加盟
特定の学年ある
いは学級単位で
メンバーとなり
ます。

３

クラブ加盟

クラブ（部・委員会）
活動の一つとして
クラブ員がメンバ
ーとなります。

４



青
少年
赤十字の資材を
活用してみませんか？

　青少年赤十字の指導方法の取り入れ方や、実践例を掲載した指導者手引書
各メンバー（生徒）用のテキストなどのほか、防災教育に特化した教材をご
用意しています。是非、これらの資材をご活用ください。

● いえまですごろく ●

　実際の災害現場では人々の協力がないと出来ないこと
が数多く発生します。この教材は、すごろくと同じくサ
イコロを振ってコマを進めていくもので、途中にはプレ
イヤー同士が協力し、救助を行わないと先に進めないマ
スがいくつか存在します。
　プレイヤー同士が協力してコマを進めることで、災害
時の知識を学ぶことが出来ます。防災教育の最初の一歩
としてご利用いただけます。

● ぼうさいまちがいさがし　きけんはっけん ●

● まもるいのち　ひろめるぼうさい ●

　生徒が主体的に取り組めるような「気づき・考え・実
行する」を重視した「コミュニケーション力」「想像力」
等を養う、防災グループワークプログラムを収録してい
ます。
　災害の写真・イラスト・映像や、被災を体験した方の
作文なども収録されており、特別活動・総合・道徳のほか、
各種教科でもご活用いただけます。

　間違い探しを楽しみながら、学習指導要
領・幼稚園教育要領に定められた防災分野
での高い学習効果を実現する教材を目指し
作成された教材で、普段の生活の中に潜む
危険なモノや人の行動を学び、災害時にと
るべき行動を学ぶことができます。



青
少
年
赤
十
字
（
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）
メ
ン
バ
ー
、
指
導
者
の
声

栃木県青少年赤十字高等学校連絡協議会　議長
栃木県立鹿沼東高等学校　相場　悠大 さん

　ＪＲＣ活動は同じ課題に取り組むメンバーとともに、考えて解決に向けてよ
り良い行動を起こせるということが非常に魅力的だと感じます。様々な人がそ
れぞれの経験を通して得たことを共有し、新たな気づきを発見することができ、
その気づきや発見を通して、さらに今までになかった取り組みに繋げていくこ
とができます。
　このような経験はＪＲＣでしか出来ないことで、これからの人生において生
かすことのできるとても貴重な経験だと感じます。

栃木県青少年赤十字高等学校連絡協議会　会長
栃木県立宇都宮高等学校　秋澤　勇希 さん

　ＪＲＣ活動を通して、自分の気づきを大切にし、よく考え、よりよい社会形
成のため実行する、このサイクルを身につけます。この内の気づきというのは
多岐に渡っており、一見簡単に思えても、非常に難しいことです。やがてこの
サイクルは他者を巻き込んでいって、人と人を繋ぐようになり、最後には一つ
の大きな輪を形成します。この輪は複雑で多様性に富みますが、いっぽう活気
があって、そして何よりも自分を安心させ成長させてくれる、逞しく優しい空
間です。ＪＲＣ活動は、この地球上にこの輪を広げる活動だと思います。

栃木県青少年赤十字高等学校連絡協議会　副会長
栃木県立真岡女子高等学校　赤地　優空 さん

　ＪＲＣ活動の魅力は様々な人との出会いを経験していくうちに、自分はど
ういう人なのかを知ることだと考えます。また、さまざまな意見を交わす
うちに多様な考えを得られるため、社会的な視野を広げることに繋がります。
これは多くの人とつながることが出来るＪＲＣの活動ならではのことだと思
いました。

栃木県立小山西高等学校　　
　　　　　　布 川　裕 美 先生　

　青少年赤十字は、人間の尊厳を守り、苦しんでいる人を救うという、赤十字の精神に基づいて、
児童生徒が、命と健康の大切さを意識し、奉仕の気持ちを育み、地域社会や海外に目を向け主体的
に気づき行動できるよう、学校教育の中でさまざまな機会を提供しています。それは、学習指導要
領が目指す「生きる力」を育むために求められる、「自分ごととして『考え、議論する』道徳性」
や、「社会の中で自立し、他者と連携・協働して社会に参画する力」の育成につながります。JRC
の活動を通して子どもたちは、自分の考えをしっかり伝えられるようになり、地域や社会に貢献す
る人の役に立つ人間になること心がけ、課題に気づき解決のために行動するようになります。変容
していく子どもたちを目の当たりにできることは、指導者にとっても豊かな体験です。

指導者の声



指
導
者
（
教
師
）
の
た
め
の
研
修
会
青
少
年
赤
十
字
指
導
者
協
議
会
が
主
催
す
る
県
内
の
教
師
を
対
象
に
し
た
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

研
修
会
で
は
、
赤
十
字
や
青
少
年
赤
十
字
、
国
際
人
道
法
な
ど
に
つ
い
て
の
学
習
の
他
、
学
校
の
活
動
事

例
報
告
、
指
導
方
法
等
の
研
究
、
協
議
、
情
報
交
換
な
ど
指
導
に
役
立
つ
内
容
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

防災教育指導者養成研修会
　日本赤十字社が作成した、青少年赤十字防災教育
プログラム「まもるいのち　ひろめるぼうさい」を
用いて、実際の授業での展開例の紹介やグループ
ワーク体験等を行います。
　各学校における防災教育の普及を目的としていま
す。

青少年赤十字担当者研修会
　青少年赤十字を取り入れた指導育成に関心がある
方や、青少年赤十字加盟校において初めて青少年赤
十字をご担当される方などを対象として開催してい
る研修会で、国際人道法や防災教育、心肺蘇生と
AEDについての講習、学校での活動実践例のご紹
介、教育委員会の指導主事をお招きしての講演と
いった内容になっています。

青少年赤十字指導者研究会
　赤十字が主催する研究会や国際交流事業などに参
加された指導者からの参加報告や、今後の活動につ
いて、研究協議を行うほか、指導者の交流を通して
青少年赤十字に対する意識の高揚を図ることを目的
としています。

　青少年赤十字加盟校の教師で組織し、各地域での青少年赤十字の運営、活動、指導等について協議
を行っています。
　加盟と同時に青少年赤十字指導者協議会に加入していただくこととなり、協議会活動の運営のため、
高等学校のみ一校あたり年会費３，０００円を納めていただくことになっています。

■  栃木県青少年赤十字指導者協議会について



メ
ン
バ
ー
（
児
童
・
生
徒
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の
た
め
の
事
業
青
少
年
赤
十
字
の
態
度
目
標
、
実
践
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
児
童
・
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徒
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が
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加
で
き
る
体
験
学
習
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

リーダーシップ・トレーニング・センター
　夏休みに開催する青少年赤十字の最も特徴ある宿泊体験プログラムです。

赤十字や青少年赤十字の歴史、赤十字の基本原則、国際人道法についての学習の他、
救急法、フィールドワーク、活動計画づくりなどバラエティに富んだ内容となっています。

青少年赤十字大会

日本赤十字社北関東三県支部青少年赤十字国際交流事業
青少年赤十字メンバー、指導者を海外に派遣し、青少年赤十字

活動の交流を通し、国際理解・親善を図ることを目的としています。

県下の幼稚園・保育所、小・中・高等学校や特別支援学校の
青少年赤十字メンバーの代表が一堂に集まり、自分たちの活動発表、
交流などを行っています。長年の活動に対しての表彰も行っています。



夏季大会
協議会の役員を選挙によって決定し、新体制を
スタートさせる大会を開催しています。

青
少
年
赤
十
字
高
等
学
校
連
絡
協
議
会
の
活
動

栃
木
県
青
少
年
赤
十
字
高
等
学
校
連
絡
協
議
会
は
、
青
少
年
赤
十
字
に
加
盟
す
る
高
等
学
校
の
生

徒
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
各
種
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
赤
十
字
普
及
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
積
極

的
に
参
加
し
、
栃
木
県
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
県
の
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
も
盛
ん
に
行
っ
て
い
ま
す
。

新入生歓迎会
新しく入部したメンバーに対して青少年赤十字
を紹介する会を開催しています。

海外たすけあい
街頭募金

宇都宮市のベルモールに
おいて募金活動を実施し
ました。　　　　　　　

冬季大会
高等学校連絡協議会が行う各種活動の報告を中心に開催しています。高等部リーダー研修会

各学校の活動を一層促進
させるために、

リーダーとなるメンバーを
育成しています。



茨城県・栃木県高等学校
連絡協議会交流会
両県のメンバーが一堂に集まり、親善を深める
とともに、青少年赤十字の一員として意識を高
め今後の活動の励みとし開催しています。

「踏跡」の発行
高等学校連絡協議会の
活動報告と加盟校の活
動紹介などを掲載して
いる機関誌です。

能登半島地震災害義援金
街頭募金
小山市の道の駅思川において、
募金活動を実施しました。

福島県・栃木県高等学校
連絡協議会交流会
福島県青少年赤十字メンバーとの交流をとおして、
気づきを得、新たな自主活動につなげることを目
的としています。　



学
校
紹
介
青
少
年
赤
十
字
加
盟
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で
は
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教
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を
指
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と
し
、
学
校
教
育
の
一
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と
し
て
、
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常
生
活
の
な
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望
ま
し
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つ
く
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あ
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目
的
と
し
、
学
校
内
外
の
実
情
に
応
じ
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

宇都宮市立宝木小学校
　本校は、宇都宮市の中心部の西に位置する小学校で、児童数673名（学級数23学級）の大規模校です。
近隣には、環状線が通っていますが、とちぎ健康の森や田畑、梨園など、住宅地と自然が混在する地域
です。
　宝木小学校の保健委員会は、５年生と６年生で構成されています。保健委員会は健康を守り増進させ
ることを、全校児童に発信する役割を担っています。
　活動は、石鹸補充や掲示物作成などの活動、歯と口の衛生週間や運動会などの行事に沿った活動、ま
た、一人一人の「健康づくり」の関心が高まるような取り組みを行っています。活動は班ごと行うこと
が多く、班のメンバーが互いに協力し合って活動しています。

　保健委員会では、体だけではなく「心」の健康にも注目しています。「心ぽかぽか大作戦活動」では、
毎年11月〜12月に各クラスにアンケートを取り、その結果を放送や各クラスに保健委員会がお知らせに
いっています。



栃木県立岡本特別支援学校
　岡本特別支援学校は、病弱の児童生徒のための学校です。児童生徒数が少ないことや実態から積極的
なＪＲＣ活動が難しい状況にありますが、現在実施している学習や行事に、青少年赤十字の実践目標
「健康・安全」「奉仕」「国際理解・親善」を関連させながら取り組んでいます。

【委員会活動】
　生活・保健委員会では、感染症予防や各月の生活目標、国際理解などに関連するポスターを掲示した
り、放送・集会を通して伝えたりして、みんなに呼び掛ける活動を行いました。
　また、校内各所の水道の石けんの補充や、清掃活動を継続して行っています。分担、協力して取り組
むことで、衛生や生活習慣についての意識が高まりました。

【防災訓練】
　火災、地震、不審者、竜巻などいろいろな災害等を想定して、防災訓練を年間５回実施しました。避
難訓練ごとに振り返りを行い、それぞれの災害に対して安全に身を守る行動などについて学びました。

【交流活動】
　県立の高等学校や特別支援学校、近隣の小学校とリモートで映像をつなぎ、学校紹介や自己紹介、
ゲームなどを行いました。交流を通じて、一人ひとりの良さや違いを認め合い、自分や友達を尊重でき
る活動を行うことができました。

　これからも、児童生徒みんなが、楽しく、健康に気を付けながら安心して生活できるようにするため
に、ＪＲＣの目標を取り入れながら活動を行っていきます。



栃木県青少年赤十字指導者協議会
日 本 赤 十 字 社 栃 木 県 支 部

〒320-8508
宇都宮市若草１−10−６  とちぎ福祉プラザ４階
TEL 028−622−4327　FAX 028−624−4940
https://www.jrc.or.jp/chapter/tochigi/
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